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先生が繋いでくれた絆 
～チアリーディング部ＯＧ、お世話になった仁科先生のご退職を祝って～ 

 

 
 

今回は、チアリーディング部の 26 期～33 期の卒業生の皆さんが、当時の顧問の仁科信子先生の定年退

職を祝って行った会の報告をしてくれましたので、ご紹介します。 

 

この会は、2001 年から 2009 年までチアリーディング部の顧問をしていただいた仁科信子先生が、この３

月で定年退職されたことがわかり、当時の部員のみんなで、ひとつの区切りとしての定年を、感謝を込めて

お祝いをしようと開きました。 

７月 27 日の日曜日に横浜の ALEGRIA YOKOHAMA で開いた会には、26 期から 33 期の 12 名が集まりました

が、先生との再会は卒業以来、という人もいて、長くて 20 年くらい振りでした。それでも先生をはじめ皆

変わりなく、当時を思い出しながら楽しく過ごすことができました。 

近況の報告や、当時言えなかったことや気になっていたことなどをこの機会に話すこともでき、長い月

日が経ってからの再会の素晴らしさを感じるとともに、卒業生たちも改めて先生に感謝を伝えることがで

きて嬉しい時間となりました。 

先生から伺った話で印象的だったのは、金井高校に着任した先生が、３年目にチアリーディング部の副

顧問になり、大会を見に行った時の話です。チアリーディング独特の雰囲気に呑まれ「（顧問なんて）無理

だ！」と思ったそうです。そんな不安がありながらも、翌年からは正顧問となり、そこから長い間チア部を

支えてくださったことに改めて感謝の気持ちでいっぱいになりました。卒業生たちもあわせて７代が集ま

り、現役時代が重なっていない人たちもいる中、互いに再会を楽しみ、話に花が咲きました。３時間という

短い時間でしたが、当時に戻った気持ちにもなり、とても素敵な時間でした。 

これも全て仁科先生が繋いでくれた絆だと思います。 

改めて先生には感謝してもしきれない、最高の顧問だなと思った瞬間でした。 
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この会では、出席した人の他、賛同してくれた卒

業生 21 名で資金を出し合って、写真のような、チア

リーディング部のチーム名「ＬＩＶＥＬＹＳ（ライブ

リーズ）」のロゴと、チームカラーの「Ｂｌｕｅ & Ｙ

ｅｌｌｏｗ」をあしらった退職記念タオルを作成し

て、仁科先生にお花などと一緒にプレゼントするこ

ともできました。 

 

《仁科先生から今回の会を開いてくれた皆さんへのメッセージ》 

この度は心温まるお祝いの会を開いて頂き、本当にありがとうございました。 

当日は、卒業生の皆さんとの再会を楽しみにしながら会場に足を運びました。 

中に入ると、そこには懐かしい顔ぶれが揃い、20 年以上前の記憶が一気に蘇ってきました。 

あの頃と変わらない笑顔に囲まれながら、懐かしい思い出話に花を咲かせたひとときは、何にも代えが

たい宝物となりました。 

高校生だった皆さんが、今ではあの頃の私と同じくらいの年齢にな

り、仕事や子育てに日々奮闘しながら、それぞれに素敵な女性へと成

長されている姿に、時の流れの早さとともに、深い感慨を覚えました。 

かつての教え子たちが、こうして立派に成長し、節目のときに思い

を寄せてくれることは、教員として何よりの幸せです。 

チア部で共に汗を流し、頑張ってきた日々の絆は、年月を経てもな

お、心に深く残っているのだと、あらためて感じさせてもらいました。 

このつながりをこれからも大切にしながら、皆さんの歩みに、変わ

らぬエールを送り続けたいと思います。 

どうか健康に気をつけて、それぞれの場所で、皆さんらしく輝き続

けてください。 

ＧＯ ＬＩＶＥＬＹＳ！！  

 

 

チアリーディング部の活動は、 

先輩から後輩へ、顧問から次の顧問へと引き継がれ、 

今も、様々な金井生の活躍を応援し続けています。 

（野球部県大会・今年７月９日、大和スタジアムにて） 


